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群飼育下の乳用雌哺育牛から体調不良個体を早期検出する 
リアルタイムモニタリング技術の開発 

 
１ 代表機関・研究統括者 

国立大学法人 北海道大学 大学院農学研究院・上田宏一郎 
 

２ 研究期間：令和２年度～令和４年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

わが国の生乳生産の安定化のためには、哺育牛の損耗低減が必要で

ある。本研究は、哺育牛群の体温、行動、容姿の常時全頭モニタリン

グによって体調不良個体を早期検出する技術を開発する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  群飼育哺育牛の健康状態指標の全頭同時リアルタイムモニタ 

リング技術の開発 

哺育牛の行動型、体温、容姿を牛房内の哺育牛全頭について同時に常

時モニタリングする機器技術および解析技術を開発する 
（（大）北海道大学 大学院農学研究院、（学）酪農学園 酪農学園大学、（株）CS ソリューション ） 

 

② 群飼育哺育牛の中から体調不良個体を早期検出する技術の開発 

哺育牛の行動型、体温および容姿の全頭同時モニタリングデータか

ら人工知能によって体調不良個体を検出する技術を開発する。 
（（地独）北海道立総合研究機構 酪農試験場、古河電気工業（株）） 

    

５ 最終目標 

群飼育の哺育牛の体温、行動、容姿を全頭同時に自動計測する機器技

術および人工知能による体調不良個体検出技術の基礎技術を確立し、

実用化製品の基盤技術を完成させる。 

 

６ 期待される効果・貢献 

群飼育であっても早期の疾病対策に向けた綿密な個体管理と体調不

良個体の早期発見を可能とする「群飼育下の哺育牛の健全性リアル

タイムモニタリングシステム」の製品の実用化。 

 
【連絡先 国立大学法人北海道大学 大学院農学研究院 011-706-2550】 
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